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交
通
手
段
で
す
。
地
区
組
織
な
ど

が
運
営
の
主
体
と
な
り
、
委
託
を

受
け
た
公
共
交
通
事
業
者
や
、
運

営
組
織
自
身
が
車
両
を
運
行
し
ま

す
。「
地
区
内
交
通
」
の
導
入
に

よ
っ
て
、
地
区
内
の
拠
点
同
士
の

移
動
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、
バ
ス

路
線
か
ら
遠
い
人
も
長
時
間
歩
か

地
区
内
交
通
の
導
入
と

バ
ス
路
線
の
抜
本
的
見
直
し

「
地
区
内
交
通
」
と
は
、
小
型
車

両
を
活
用
し
、
集
会
所
な
ど
の
身

近
な
拠
点
か
ら
、
地
区
セ
ン
タ
ー

な
ど
地
区
内
の
拠
点
や
、
路
線
バ

ス
の
停
留
所
へ
移
動
す
る
た
め
の

な
く
て
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

も
う
一
方
の
「
線
」
と
な
る
バ

ス
路
線
の
う
ち
、
市
が
運
営
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
に
つ
い

て
は
、
見
直
し
の
基
準
を
定
め
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
利
用
者
数
や
経
費
負

担
な
ど
の
実
績
に
基
づ
く
評
価
や
、

複
数
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
一

元
化
な
ど
、
毎
年
度
見
直
し
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
の

財
政
負
担
を
増
加
さ
せ
ず
に
、
市

全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
再
編
に
よ
り
、
乗
り
継

ぎ
が
生
じ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
利
用
者
の
負
担
が
増
え
な
い

よ
う
に
割
引
な
ど
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
計
画
で
は
、「
地

区
内
交
通
」
の
導
入
で
利
便
性
を

向
上
さ
せ
な
が
ら
、
路
線
バ
ス
利

用
者
の
増
加
に
も
つ
な
げ
る
こ
と

で
、
双
方
の
維
持
を
目
指
す
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

目
指
す
べ
き
将
来
像
と

三
つ
の
基
本
方
針

本
計
画
の
計
画
期
間
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
の
５
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
市
民
・
公

共
交
通
事
業
者
・
行
政
が
協
働
し
、

便
利
で
効
率
的
な
公
共
交
通
の
あ

る
ま
ち

奥
州
市
」
を
目
指
す
べ

き
将
来
像
に
掲
げ
、
期
間
中
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、

▽
市
域
内
外
を
往
来
可
能
な
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
▽

「
地
区
内
交
通
」
の
導
入
▽
利
用

促
進
活
動
の
充
実

―
と
い
う
三

つ
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

こ
の
基
本
方
針
の
下
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

協
働
に
よ
る
地
区
内
交
通
で

持
続
可
能
な
公
共
交
通
へ

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

備
す
る
た
め
に
は
、「
市
」「
市
民
・

利
用
者
」「
公
共
交
通
事
業
者
」
が

連
携
・
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
本
計
画
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
示
し
た

推
進
体
制
も
定
め
ま
し
た
。
三
者

が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
新
た
な
交
通
体
系
の

導
入
を
進
め
、
持
続
可
能
な
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
「
地
区
内
交
通
」
は
、
市

民
が
主
体
的
に
検
討
や
運
営
に
関

わ
ら
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

市
や
公
共
交
通
事
業
者
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
利
用

し
や
す
い
も
の
に
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
人

一
人
が
公
共
交
通
に
つ
い
て
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

公
共
交
通
は
実
現
し
ま
す
。「
新

た
な
公
共
交
通
」
の
あ
る
ま
ち
を

目
指
し
て
、
皆
さ
ん
も
一
歩
踏
み

出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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「市民・公共交通事業者・行政が協働し、

便利で効率的な公共交通のあるまち

奥州市」

基本方針
・基本目標
目指すべき将来像を実現

するため、３つの基本方針

を定めました。基本方針の

下に、達成すべき目標を掲

げ、さまざまな施策を展開

していきます。

推進体制
本計画の推進に当たって

は、「市民・利用者など」「公

共交通事業者」「市」が計画

の目標達成に向けて役割分

担をし、連携・協働しながら

取り組んでいきます。

目指すべき
将来像

基本方針１ 広い市域の移動を可能とするための利用ニーズに合った効率

的で効果的なネットワーク体系の確立（市域内外を往来可能な公共交通

ネットワークの確立）

目標虚－虚：広域（旧市町村間）の移動となる幹線交通を維持確保する。

目標虚－許：市域内の支線交通を維持・確保する。

目標虚－距：バス運転士を再配置することにより路線の維持を図る。

基本方針２ すべての市民が住み慣れた場所で生活できるための協働によ

る持続可能な交通体系の確立（「地区内交通」の導入）

目標許－虚：各地区の生活を支える新たな交通体系を導入する。

目標許－許：利用しやすい交通体系を実現する。

基本方針３ 分かりやすくだれもが安心して利用しやすい公共交通の環境

整備（利用促進活動の充実）

目標距－虚：分かりやすく利用しやすい公共交通環境を実現する。

目標距－許：日常的に利用する意識醸成を図る。

協働による公共交通の

まちを目指して
特集

諮自らが中心となり、公共交通のあり方に

ついて、市民・利用者や公共交通事業者

をはじめとする各地域の関係者と検討・

合意形成を図るように努めます。

諮取り組みの実施に向けて、各地域の関係

者と連携し、主体的に取り組みます。

諮市民間で公共交通の利用

促進に係る意識醸成を図

り、積極的に利用します。

諮主体的に公共交通のあり

方の検討に参画し、各地区

で市民による公共交通の

維持・運営が可能となるよ

うな取り組みに努めます。

諮地域公共交通会議や各地域の検討会な

どに積極的に参画します。

諮利用者の視点に立ち、各地域の取り組み

を着実に実施し、自らまたは他の公共交

通事業者や企業と連携して提供する運

送サービスの質の向上に努めます。

江
刺
バ
ス
セ
ン
タ
ー
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